
天
も
地
も
冬
の
津
軽
は
雪
ま
み
れ

コ
ロ
ナ
禍
に
リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
人
と
居
る

旅
を
し
て
お
い
し
い
り
ん
ご
に
出
会
え
た
よ

誰
や
ね
ん
う
ち
の
林
檎
を
食
べ
た
ん
は

僕
り
ん
ご
パ
パ
は
シ
ー
ド
ル
マ
マ
は
パ
イ

入
選

誉
め
ら
れ
て
さ
く
ら
も
城
も
匂
い
立
つ

サ
ン
フ
ジ
に
平
和
の
文
字
が
熱
く
燃
え

手
で
そ
っ
と
包
む
り
ん
ご
も
子
の
頬
も

特
選

昭
和
の
日
母
も
登
り
し
岩
木
山

思
い
出
を
た
ぐ
る
如
く
に
り
ん
ご
剥
く

林
檎
園
脚
立
に
の
ぼ
る
バ
ス
ガ
イ
ド

初
詣
兎
が
胸
は
る
最
勝
院

じ
ょ
ん
が
ら
を
奏
で
る
撥
の
花
吹
雪

入
選

魚
鼓
響
く
禅
林
街
や
し
づ
り
雪

り
ん
ご
っ
て
ま

っ
か
に
ほ
て

っ
て
か
わ
い
い
な

ジ
ー
パ
ン
に
擦

っ
て
齧
る
り
ん
ご
か
な

特
選

田
に
入
れ
た
水
に
映
り
し
岩
木
山
雪
の
衣
を
日
毎
脱
ぎ
行
く

満
開
の
桜
の
下
で
漕
ぐ
ボ
ー
ト
君
が
わ
た
し
を
旧
姓
で
呼
ぶ

津
軽
富
士
仰
ぎ
て
食
み
し
サ
ン
ふ
じ
は
太
陽
の
ご
と
赤
く
輝
く

桜
舞
う
弘
前
城
を
見
る
サ
イ
ト
ベ

ッ
ド
で
父
母
は
古
希
の
旅
す
る

魂
を
誘
い
揺
る
が
す
ね
ぶ
た
祭
り
掛
け
声
ヤ
ー

ヤ
ド
ー

止
ま
ら
ぬ
涙

入
選

外
つ
国
の
人
ら
住
ま
い
し
洋
館
に
百
年
遠
き
残
り
香
を
聞
く

卒
論
は
太
宰
と
決
め
て
弘
前
に
津
島
修
治
を
探
し
て
歩
む

持
っ
て
げ
と
ぬ

っ
と
手
の
出
る
り
ん
ご
畑
節
く
れ
指
に
紅
き
宝
玉

特
選

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
 
投
稿
ポ
ス
ト
 
　
優
秀
作
品

中
野
　
弘
樹

大
熊
　
和
也

大
西
　
未
智

横
尾
　
伸
子

平
岡
　
清
嗣

宮
本
　
彩
太
郎

原
茂
　
敬
浩

青
柳
　
婦
美
子

関
　
柳
人

末
永
　
淳
子

羽
住
　
博
之

川
口
　
裕
子

金
子
　
友
晴

小
野
　
智
輔

林
　
聡
子

貝
田
　
ひ
で
お

中
野
　
弘
樹

月
波
　
与
生

小
田
中
　
準
一

細
江
　
隆
一

池
永
　
一
広

近
江
　
菫
花

前
沢
　
佳
菜
子

梶
浦
　
公
靖

（
埼
玉
県

）

（
福
岡
県

）

（
京
都
府

）

（
大
阪
府

）

（
大
阪
府

）

（
東
京
都

）

（
東
京
都

）

（
栃
木
県

）

（
弘
前
市

）

（
福
島
県

）

（
東
京
都

）

（
山
梨
県

）

（
長
野
県

）

（
大
分
県

）

（
宮
城
県

）

（
熊
本
県

）

（
埼
玉
県

）

（
大
鰐
町

）

（
千
葉
県

）

（
岐
阜
県

）

（
大
阪
府

）

（
滋
賀
県

）

（
神
奈
川
県

）

（
東
京
都

）

《
　
川
柳
の
部
　

》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
　
　
福
士
　
慕
情
・
千
島
　
鉄
男

《
　
俳
句
の
部
　

》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
　
　
斎
藤
　
ひ
で
を
・
大
瀬
　
響
史

《
　
短
歌
の
部
　

》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
　
　
木
村
　
健
悦
・
山
下
　
敬
子

令
和
4
年
度


